

























































































































































































































































































べたのが、 l 頁目の 2 番、「戦後日本における研
究動向j というところに書いてあります。
簡単に申しますと同文書院についての論考が登
場したのが 1965 年、戦後 20 年目にして初めて出
てきます。以後 70 年代、 80 年代と少しずつ増え
てきて、 70 年代には論文 3 本、 80 年代には論文
6 本というふうに増加しているんですが、 90 年
代になると論文 27 本、書籍 5 冊、 2000 年代にな







文書院研究は 80 年代末から 90 年代初頭、そこが
l つの分岐点と言いますか節目の時期であると言










































































































































































［鈴木］ 基本的に 2 人はセンターの資料は見てい
るはずなんですけれども。
［司会】 ちょっと念のために 5 分ぐらいで。なぜ
侵略的・軍国主義的というような、かつての研究
が出てくるのかということが分かるように。


















































































































































































































































































































































































































































































































































































収められている論文 121 本、出版物が 200 冊ある
んです。もちろんこれ全てが研究ではないんです
けれども、非常に論文というのは数が多くて、そ

































































































れども、県が 1 人 ω 円納める。 2 人だと 120 円。





















































































































































































































［玉本］ それが今 1 冊の……。そのレベルがどれ
くらい保たれたんでしょう。
［武井］ f支那省別全誌j は 18 巻あるんです。
1920 年に出されましたけれども、これを戦争中





























































































































































































































｛司会1 2 時から始めて延々 2 時間半、休憩も挟
まずにやりましたけれども、これで閉じさせてい
ただきます。次回は 10 月 3 日の水曜日 4 時から、
第 4 会議室でまた研究会をやらせていただきま
す。テーマは「東亜同文書院とキリスト教J とい
うちょっと毛色の変わったもので、先ほど彼が発
言したと思いますが、アメリカにあるいろんな資
料を使うようです。左翼学生についての研究はか
なりありますが、クリスチャンの研究はありませ
んのでそういうテーマで。また掲示しますのでよ
ろしくお願いします。では本日はどうもありがと
うございました。
［武井｝ ありがとうございました。
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